
天

界

第
三
十
九
號

（
第
四
懇
）
　
大
正
十
三
年
四
月
號

大
哲
カ
ン
ト
を
偲
ぶ助激

授
理
學
士

山

本

一

清
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蝋
七
二
四
年
四
月
二
十
二
日
は
哲
人
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
の
生
れ
た
日
で
あ
る
か
ら
、
今
年
の
其
の
日
は
正
に
彼
れ
の
生
誕
二
百
年
に
相
當

す
る
。
生
國
ド
イ
ツ
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
世
界
何
所
の
國
で
も
．
ひ
ろ
く
、
智
識
を
愈
ぶ
人
た
ち
は
、
入
世
が
か
つ
て
生
、
ん
だ
此
の
大
先
哲
ミ
其

の
業
蹟
を
、
さ
ま
ぐ
な
意
味
に
於
い
て
、
思
ひ
返
す
べ
き
で
あ
る
。

　
八
十
年
に
垂
ん
・
こ
す
る
長
い
生
活
の
間
、
四
十
哩
－
こ
遠
く
生
れ
故
郷
を
離
れ
た
こ
ミ
が
な
く
、
生
絹
の
究
理
心
を
思
ふ
が
ま
・
に
活
躍
さ
せ
て
、

事
實
に
於
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
學
問
の
奥
を
さ
ぐ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
學
間
中
の
墨
画
、
こ
呼
ば
れ
る
純
梓
析
稗
に
一
新
片
面
を
開
い
て
、
精
紳
生
活

上
の
「
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
韓
換
」
を
や
り
臨
け
た
の
が
此
の
カ
ン
ト
で
あ
る
。
ま
た
其
の
存
命
中
に
既
に
彼
れ
の
名
は
世
界
的
の
名
魯
を
得
、
十
八
世

紀
末
の
ク
ニ
グ
ス
ベ
ル
グ
市
は
、
は
る
か
南
西
の
室
に
う
づ
ま
く
撤
扇
西
大
革
命
の
密
雲
を
よ
そ
に
し
て
、
多
く
の
事
々
か
ら
の
篤
的
な
青
年
哲
學

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち

者
た
ち
を
集
め
、
其
の
市
の
大
師
は
恰
も
聖
堂
の
や
う
に
、
叉
、
カ
ン
ト
自
身
は
救
世
王
の
や
う
に
思
は
れ
た
Q
1
1
－
勿
論
、
彼
れ
の
哲
學
燧
系
其
の

も
の
を
今
日
の
眼
で
批
評
す
る
ミ
す
れ
ば
、
時
代
に
百
儀
年
の
差
が
あ
る
た
め
，
思
ひ
牟
ば
に
過
ぐ
る
も
の
が
多
い
け
れ
さ
、
（
感
熱
は
藝
術
で
な

い
ー
ー
榊
）
彼
れ
の
學
殖
ミ
其
の
時
代
背
景
ε
を
考
へ
て
見
る
一
こ
、
確
か
に
カ
ン
ト
の
出
現
は
學
界
の
奇
蹟
的
事
件
で
あ
っ
た
ミ
い
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
カ
ン
ト
ば
、
結
局
、
哲
學
者
で
あ
り
、
其
の
名
は
永
久
に
「
純
梓
理
性
の
輔
導
」
其
の
他
二
つ
の
「
批
判
」
論
に
よ
っ
て
歴
史
に
の
こ
さ
れ
て
み
る
。

し
か
し
、
又
、
少
し
く
彼
れ
の
傳
記
を
甘
ん
だ
者
は
知
る
如
く
、
彼
れ
の
若
年
の
頃
に
は
撒
多
い
自
然
理
學
上
の
論
文
の
著
が
あ
り
、
就
中
、
其
の

天
玉
髄
は
、
ニ
ゥ
ト
ン
の
引
力
論
を
承
け
て
、
宇
宙
開
闘
論
に
塞
前
の
試
み
を
や
っ
た
鮎
に
於
い
て
、
世
を
驚
か
せ
る
。
I
l
こ
・
ま
で
述
べ
た
序

で
に
、
試
み
た
彼
の
名
を
以
っ
て
襲
表
せ
ら
れ
た
理
學
的
空
虚
の
主
な
も
の
を
左
に
塞
げ
て
見
る
。

　
（
一
）
蓮
動
力
の
評
慣
に
嘉
す
る
考
察
（
一
七
四
七
年
）
　
　
こ
れ
は
農
時
の
物
理
學
上
、
ラ
イ
プ
ニ
ツ
派
ε
デ
カ
ル
ト
派
ぐ
」
相
麻
痺
し
て
激
し
く
論

（
一
）
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（
二
）

　
　
　
箏
の
的
ε
な
っ
て
み
た
蓮
動
量
に
關
す
る
論
文
で
あ
る
。

　
（
二
）
地
球
は
其
の
愛
鳥
程
度
が
攣
更
し
た
か
否
か
（
一
七
充
四
年
）
　
　
こ
れ
は
ベ
ル
リ
ン
學
士
院
の
懸
賞
問
題
に
封
ず
る
非
公
式
の
一
解
決
で
あ

　
　
　
つ
て
、
ニ
ウ
ト
ン
の
引
力
論
を
基
杢
こ
し
、
潮
汐
摩
擁
論
を
進
め
た
も
の
で
あ
っ
て
．
今
日
の
學
君
上
に
も
頗
る
償
値
あ
る
三
兄
で
あ
る
。

　
（
三
と
般
自
然
學
及
び
天
至
論
（
一
七
五
五
年
）
　
　
こ
れ
が
即
ち
所
謂
カ
ン
ト
の
星
雲
論
で
あ
っ
て
、
不
幸
に
し
て
學
界
に
は
永
く
知
ら
れ
な
か

　
　
　
つ
た
け
れ
，
ご
、
後
世
の
ラ
プ
ラ
ス
ε
並
び
稽
せ
ら
れ
る
名
論
で
あ
る
。

　
（
四
）
火
の
論
に
下
す
る
短
庸
（
一
七
五
五
年
）
　
　
留
れ
は
光
や
熱
が
一
種
の
宇
宙
的
媒
質
に
よ
っ
て
傳
播
す
る
ε
い
ふ
論
で
あ
る
。

　
（
五
）
地
震
の
原
因
に
つ
い
て
（
一
七
五
五
年
）

　
（
六
と
七
五
五
年
の
地
震
の
記
蓮
（
一
七
五
六
年
）

　
（
六
）
近
頃
感
じ
た
二
三
の
地
旋
に
關
す
る
考
察
（
一
七
五
六
年
）

　
（
八
）
風
の
理
論
解
説
（
一
七
五
六
年
）

　
（
九
）
人
種
の
異
同
に
つ
い
て
（
一
七
七
五
年
）

　
（
十
）
一
人
種
の
特
性
の
決
定
に
つ
い
て
（
一
七
八
五
年
）

　
（
十
一
）
月
の
火
山
に
つ
い
て
（
一
七
八
五
年
）

　
（
十
二
）
人
類
歴
史
の
起
原
の
推
考
（
一
七
八
六
年
）

　
（
十
三
）
天
候
に
封
ず
る
月
の
影
響
（
一
七
九
四
年
）

罵
れ
を
以
っ
て
見
て
も
、
カ
ン
ト
は
學
究
生
活
の
始
め
、
今
の
世
の
言
葉
で
言
へ
ば
、
純
然
た
る
理
論
物
理
興
者
で
あ
り
、
常
に
数
學
の
論
理
を
武

器
－
こ
し
て
。
自
然
界
の
合
理
的
解
決
を
樂
ん
で
み
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
如
何
に
も
寂
然
な
こ
ミ
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば
彼
れ
カ
ン
ト
の
若
い
時
代

の
展
歴
に
徴
し
て
見
て
も
、
少
年
頃
の
文
學
好
き
が
大
憲
に
入
っ
て
か
ら
は
圃
憂
し
、
專
ら
葉
越
－
こ
物
理
學
－
こ
を
修
め
た
の
に
よ
っ
て
も
分
る
わ
け

で
あ
る
。
し
か
し
、
將
來
、
極
端
な
規
則
的
生
活
に
よ
っ
て
得
た
時
間
の
餓
裕
を
以
っ
て
、
盛
ん
に
各
方
面
の
書
物
を
ど
償
潔
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

年
進
む
に
撃
っ
て
、
彼
れ
の
鱗
裏
に
は
人
世
の
あ
ら
ゆ
る
智
誠
が
蓄
へ
ら
れ
、
そ
れ
が
後
年
に
至
っ
て
、
大
「
哲
學
系
の
材
料
を
供
給
す
る
に
至
っ
た

も
の
一
こ
見
る
べ
き
で
あ
る
。
一
七
五
五
年
ド
ク
ト
ル
の
靭
蔓
を
得
て
，
大
悟
に
無
給
講
師
－
こ
な
り
、
正
教
授
に
な
る
ま
で
十
五
年
目
間
、
各
方
面
の

講
義
を
し
、
地
質
學
や
生
封
學
ま
で
も
講
じ
た
・
こ
い
，
勘
こ
「
こ
で
あ
る
Q

　
地
球
自
腹
．
日
ξ
天
艦
進
化
論
を
害
い
た
一
七
五
四
一
五
年
頃
の
カ
ン
ト
は
、
恰
も
而
立
の
年
齢
で
あ
っ
て
、
1
1
蘭
物
理
學
的
に
彼
れ
は
得
意
の
時

代
に
到
着
し
た
時
－
こ
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
地
球
自
語
論
は
、
前
に
も
叫
寸
記
し
た
通
り
、
潮
汐
論
を
進
め
て
、
月
－
こ
地
球
ε
の
相
互
作
用
の
結
局
に

想
到
し
、
月
が
常
に
一
定
の
牛
島
を
地
球
に
見
せ
て
み
る
如
く
、
地
球
も
亦
遽
に
は
、
其
の
自
韓
を
極
限
に
ま
で
緩
慢
に
し
て
，
一
ヶ
月
郎
ち
一
日

の
時
に
至
る
時
期
を
推
論
し
九
も
の
で
あ
る
。
當
時
、
地
球
や
月
の
要
害
密
度
が
全
く
知
ら
れ
て
み
な
か
っ
た
時
代
で
あ
る
か
ら
、
す
み
ぶ
ん
不
完
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全
な
基
本
歎
値
を
用
ゐ
，
た
め
に
定
量
的
に
得
た
彼
れ
の
結
論
は
今
日
か
ら
見
て
慣
値
皆
無
・
こ
も
言
っ
て
差
支
へ
な
い
や
う
な
も
の
だ
け
れ
♂
，
論

理
は
實
に
堂
々
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
近
世
の
斯
界
の
憶
意
た
る
ケ
ル
ヴ
イ
ン
卿
や
ダ
完
黙
ン
も
賞
讃
を
惜
ま
な
か
っ
た
所
で
あ
る
。

　
カ
ン
ト
の
天
艦
進
化
論
は
一
端
興
味
深
い
。
徹
頭
徹
尾
ニ
ウ
ト
ン
の
引
力
論
を
武
器
・
こ
し
て
、
証
票
知
ら
れ
て
み
た
太
陽
系
統
の
機
械
的
構
造
を

　
　
　
　
　
　
ス
ケ
コ
ル

思
ひ
切
っ
て
大
尺
度
に
籏
噂
し
、
「
銀
河
は
大
宇
宙
の
黄
道
面
で
あ
る
」
ε
喝
破
し
た
こ
一
こ
、
倫
、
叉
、
か
う
し
た
銀
河
系
続
は
此
の
宇
宙
全
罷
に
は

只
一
つ
で
は
な
く
、
む
し
ろ
無
数
に
存
在
す
る
，
こ
想
像
し
，
’
其
の
記
録
を
、
嵩
物
極
め
て
僅
か
に
知
ら
れ
℃
み
た
星
雲
に
求
め
た
こ
一
こ
な
T
ご
、
實
に

其
の
推
論
の
大
堺
な
る
に
驚
か
な
い
も
の
は
あ
る
ま
い
。
尤
も
生
時
の
事
で
あ
る
か
ら
、
太
陽
系
こ
い
つ
て
も
、
遊
星
は
土
星
ま
で
し
か
知
れ
て
居

す
、
衛
星
も
亦
九
つ
に
過
ぎ
す
、
彗
星
に
至
っ
て
は
誠
に
不
安
心
な
軌
道
要
素
を
数
組
知
っ
て
み
た
に
止
ま
る
有
様
で
あ
る
か
ら
、
カ
ン
ト
が
遊
星

ミ
彗
星
ミ
を
宿
志
的
に
連
閉
し
た
も
の
一
こ
見
、
從
っ
て
又
、
恒
星
中
に
も
彗
星
式
の
も
の
が
あ
る
ぐ
』
結
ん
だ
な
さ
は
、
今
日
か
ら
見
て
噴
飯
に
値
す

る
も
の
が
あ
る
け
れ
さ
、
事
情
を
く
ん
で
此
う
し
た
些
細
な
鮎
は
挿
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
の
天
艦
論
は
一
出
版
當
時
、
書
瞭
の
破
産
に
よ
っ
て

不
幸
、
世
に
現
は
れ
す
、
た
め
に
盛
ん
さ
牛
世
紀
も
後
れ
た
ハ
ー
シ
ェ
ル
及
び
ラ
プ
ラ
ス
の
天
艦
進
化
論
ε
浸
交
渉
に
終
っ
て
了
つ
た
け
れ
さ
、
十

九
世
紀
の
末
に
至
っ
て
、
ラ
プ
ラ
ス
の
説
の
論
嫁
が
甚
だ
し
く
怪
ま
れ
て
來
た
に
拘
ら
す
、
カ
ン
ト
の
読
は
寧
ろ
或
る
意
味
に
於
い
て
其
の
構
威
を

維
持
し
、
サ
ー
N
ロ
ヅ
キ
ヤ
ー
の
流
星
説
ざ
な
っ
て
新
生
面
が
開
か
れ
た
な
魯
を
見
る
一
こ
、
顧
み
て
カ
ン
ト
の
偉
な
る
と
に
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
カ
ン
ト
は
近
世
二
面
の
大
立
者
こ
し
て
、
其
の
死
後
↓
百
丁
年
の
間
、
多
く
の
二
者
に
力
ξ
問
題
ε
を
與
へ
て
る
る
。
こ
、
で
は
、
し
か
し
其
の

形
而
上
學
的
方
面
に
燭
れ
る
必
要
は
あ
ろ
ま
い
。
但
、
一
言
附
言
し
た
い
の
は
カ
ン
ト
ε
ニ
ゥ
ト
ン
ー
こ
の
墨
描
關
係
で
あ
る
。
ニ
ウ
ト
ン
は
凶
六
四

三
年
に
生
ま
れ
て
、
一
七
二
七
年
に
死
ん
だ
人
で
あ
る
か
ら
、
カ
ン
ト
に
比
べ
て
大
面
八
十
年
の
先
輩
で
あ
り
、
五
っ
て
、
確
か
に
個
人
的
交
渉
は

爾
者
の
間
に
あ
り
得
な
い
。
し
か
し
、
十
七
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
へ
か
け
て
、
ニ
ウ
ト
ン
ε
其
の
學
理
が
欧
洲
の
一
般
の
學
界
に
齎
ら
し
た
影
響
の

大
き
か
っ
た
こ
ε
を
思
ふ
ε
き
、
ニ
ゥ
ト
ン
の
時
代
に
直
ぐ
軽
く
カ
ン
ト
の
時
代
が
如
何
程
ニ
ウ
ト
ン
學
に
動
か
さ
れ
て
み
た
か
は
全
く
想
像
に
飴

る
ば
か
り
で
あ
る
。
か
う
考
へ
て
見
る
ご
、
カ
ン
ト
が
ニ
ゥ
ト
ン
の
引
力
説
を
其
の
ま
・
用
み
て
地
球
の
自
韓
や
天
艦
の
進
化
に
新
論
を
開
い
た
こ

ミ
は
、
む
し
ろ
、
彼
れ
が
ニ
ウ
ト
ン
の
最
も
賢
明
に
し
て
忠
實
な
弟
子
で
あ
っ
た
下
下
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
吾
人
の
見
る
ε
こ
ろ
で
は
三
者
の

關
係
は
決
し
て
其
れ
に
終
っ
て
み
な
い
。
か
の
カ
ン
ト
の
哲
學
の
根
幹
を
な
し
て
み
る
認
識
論
の
、
大
壷
見
だ
，
、
」
言
は
れ
る
有
名
な
範
疇
論
を
見
よ

「
吾
入
は
先
天
的
に
時
間
ε
塞
間
ε
二
種
の
範
疇
内
に
活
き
て
み
る
」
噛
こ
の
論
断
は
、
　
實
に
一
世
紀
以
上
も
遡
っ
た
ニ
ウ
ト
ン
カ
學
の
方
法
其
ま
、

で
は
な
い
か
ー
ー
”
し
て
見
る
ぐ
」
、
昔
，
哲
人
タ
ー
レ
ス
が
冷
物
水
源
論
を
バ
ビ
ロ
ン
の
天
文
墨
に
よ
っ
て
學
ん
だ
如
く
、
カ
ン
ト
は
ニ
ウ
ト
ン
に
よ
っ

て
其
の
範
疇
論
を
學
ん
だ
の
で
あ
る
位
今
、
カ
ン
ト
の
二
百
年
を
迎
へ
る
に
當
り
、
更
に
ひ
る
が
へ
っ
て
ニ
ウ
ト
ン
に
言
及
せ
ざ
る
々
得
ざ
る
因
縁
．

は
、
や
は
り
ニ
ウ
ト
ン
其
の
入
の
眞
に
偉
な
る
こ
ざ
を
謹
明
す
る
わ
け
で
あ
る
。
i
…
爾
、
一
言
、
今
日
カ
ン
ト
の
先
天
的
範
疇
を
反
謹
し
て
了
つ

た
ア
イ
ン
シ
タ
イ
ン
は
、
叉
、
直
接
に
も
間
接
に
も
ニ
ウ
ト
ン
を
征
服
し
て
了
つ
た
の
を
見
る
一
こ
、
時
代
に
弄
ば
れ
る
學
の
蓮
命
に
つ
い
て
、
吾
人

は
深
い
感
概
な
き
を
得
な
い
、
（
一
九
二
四
、
一
、
コ
ご
。
ハ
ー
ブ
ー
ド
天
丈
藁
に
て
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
一
ご


